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「震災報道と平泉」 
株式会社岩手日報社 
取締役論説委員会委員長

小笠原 裕 

「右一音(いっとん)の覃(およ)ぶ所千界を限らず。抜苦与楽、普(あま)
ねく皆平等なり。官軍夷慮(いりょ)の死事、古来幾多なり。 
毛羽鱗介(もううりんかい)の屠(と)を受くるもの、過現無量なり。 
精魂は皆他方の界に去り、朽骨(きゅうこつ)は猶此土(なおしど)の 
塵(ちり)と為(な)る。鐘声の地を動かす毎に、冤霊(えんれい)をして 
浄刹(じょうさつ)に導かしめん」 

（中尊寺建立供養願文より）
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「 Haste not 、 Rest not 」 
（急ぐなかれ、たゆむなかれ） 

      新渡戸稲造の言葉 
 「怠らず行かば千里の外も見ん 牛の歩みのよし遅くとも」 

道歌 
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